
多
聞
院
は
奈
良
興
福
寺
の
子
院
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
明
治
維
新
の
排
仏
殼
釈
の
際
に
他
の
多
く
の
子
院
と
共
に
廃
滅
し
た
と
思

わ
れ
る
。
子
院
の
う
ち
、
大
乗
院
と
一
乗
院
は
門
跡
の
寺
格
を
持
ち
、
藤
原
摂
関
家
の
子
弟
が
門
主
と
な
る
慣
例
が
あ
っ
て
重
き
を
な
し
て
い

た
が
、
こ
れ
ら
も
同
様
の
運
命
を
辿
っ
た
。
こ
の
う
ち
大
乗
院
は
、
室
町
時
代
に
門
主
だ
っ
た
尋
尊
大
僧
正
が
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
と
い

う
膨
大
な
記
録
を
残
し
て
い
た
の
で
、
室
町
時
代
史
研
究
の
為
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
多
聞
院
は
さ
し
て
重
要
な
寺
院
で
は
な
か
つ

（
一
一
）

た
が
、
『
多
聞
院
日
記
」
が
残
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
戦
国
安
土
桃
山
時
代
史
に
重
要
な
資
料
を
提
供
し
、
そ
の
為
に
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
は
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
か
ら
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
ま
で
の
分
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
途
中
何
カ
所
か
脱
落
し

て
い
る
。
今
残
っ
て
い
る
所
の
大
部
分
す
な
わ
ち
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
か
ら
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
の
間
を
言
い
た
の
が
英
俊
で
あ

る
。
英
俊
は
数
え
年
（
以
下
同
じ
）
二
十
二
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で
の
五
八
年
間
こ
の
日
記
を
書
き
、
そ
れ
だ
け
で
歴
史
に
名
を
残
し
た
。

た
だ
し
『
多
聞
院
日
記
』
の
原
文
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
の
写
本
が
興
福
寺
に
残
っ
て
い
た
の
を
も
と
に
現
在
の
活
字
本
が
印

刷
さ
れ
た
。
出
版
さ
れ
る
前
か
ら
史
料
的
価
値
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
出
版
後
は
日
本
史
上
の
重
要
史
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
一
）

一
『
多
聞
院
日
記
』
に
つ
い
て

多
聞
院
英
俊
の
病
跡

ｌ
梅
毒
を
中
心
と
し
て
Ｉ

繩
碑
纒
校
葬
霊
錠
埠
歴
一
卦
一
七
譜
鐸
麺
禮
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
五
日
受
付

中
村

昭
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さ
れ
ば
梅
毒
は
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
も
も
う
少
し
前
に
日
本
に
上
陸
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
誰
が
そ
れ
を
運
ん
で
来
た
の
か
。
簡
単
に
言
っ

て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
当
時
日
本
と
中
国
を
股
に
か
け
て
通
商
交
易
し
て
い
た
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
中
国
の
海
港
は
既
に
梅
毒
に

（
九
）

よ
っ
て
浸
淫
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
梅
毒
を
唐
瘡
と
呼
ん
だ
の
は
正
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
琉
球
も
こ
の
頃
は
独
立
国
で
盛
ん
に
貿

易
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の
お
ま
け
と
し
て
琉
球
瘡
も
入
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
わ
が
国
へ
の
梅
毒
の
伝
来
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
天

文
十
二
年
二
五
四
三
）
に
種
子
ヶ
島
に
漂
着
す
る
よ
り
も
大
分
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
達
い
な
い
。
つ
い
で
に
述
べ
れ
ば
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ

（
八
）

ま
ず
わ
が
国
へ
の
梅
毒
の
渡
来
と
伝
播
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
富
士
川
勝
『
日
本
医
学
史
』
、
土
肥
慶
蔵
『
世
界
徴

（
九
）

毒
史
』
に
よ
れ
ば
、
京
都
の
医
師
竹
田
秀
慶
の
『
月
海
録
』
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
の
条
に
「
人
民
多
ク
瘡
有
り
、
浸
淫
瘡
二
似
ル
、
是
し

か
さ

か
さ

膿
庖
、
醜
花
瘡
ノ
類
ナ
リ
、
之
ヲ
唐
瘡
、
琉
球
瘡
卜
謂
ウ
」
と
あ
る
の
が
、
わ
が
国
の
記
録
上
の
梅
毒
の
初
見
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
甲
斐
の

、
、
、

『
妙
法
寺
記
』
に
は
こ
の
翌
年
に
「
永
正
十
年
、
此
年
天
下
｝
一
タ
ウ
モ
ト
云
ウ
大
ナ
ル
瘡
出
デ
平
愈
ス
ル
コ
ト
ャ
上
久
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る

と
い
シ
フ
。

こ
の
日
記
の
文
体
は
当
時
の
記
録
文
の
常
と
し
て
漢
文
と
和
文
を
混
渭
し
た
変
則
的
の
も
の
な
の
で
、
以
下
こ
れ
を
引
用
す
る
時
に
は
書
き

下
し
文
に
す
る
。
引
用
文
中
（
）
内
の
割
注
は
私
が
つ
け
も
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
医
史
学
上
か
ら
は
ま
だ
充
分
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

（
三
’
七
）

私
は
日
本
医
史
学
会
の
一
般
講
演
に
お
い
て
、
五
回
（
う
ち
一
回
は
誌
上
）
に
わ
た
っ
て
こ
の
日
記
に
現
わ
れ
る
種
々
の
病
名
に
つ
い
て
検

討
し
そ
の
概
要
を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
更
に
こ
の
日
記
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
筆
者
の
英
俊
の
病
跡
に
重
要
な
事
実
を
見
出
し

た
の
で
本
稿
を
草
し
た
。

二
わ
が
国
へ
の
梅
毒
の
渡
来
と
『
多
聞
院
日
記
』
に
記
述
さ
れ
た
梅
毒
の
概
観
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1

（
一
○
）

ル
船
と
い
う
の
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
国
か
ら
来
た
の
で
は
な
く
、
マ
ラ
ッ
カ
あ
た
り
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
で
も
唐
瘡
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
出
て
来
る
の
は
早
く
も
天
文
十
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
僧
が
「
唐
瘡
御
不
例
立
願
、

十
二
カ
月
十
二
日
満
時
塩
断
ノ
事
云
煮
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
言
葉
を
何
の
説
明
も
な
し
に
使
っ
て
い
る
か
ら
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
同
じ
僧
は
翌
年
に
は
「
唐
瘡
再
発
ノ
間
、
蛭
ヲ
カ
ヰ
申
サ
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
蛭
に
血
を
吸
わ
せ
る
治
療
法

こ
の
他
、
ヨ
コ
ネ
（
横
痙
）
と
い
う
病
名
は
屡
を
出
て
来
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
鼠
膜
リ
ン
今
ハ
節
腫
脹
だ
か
ら
、
必
ず
し
も
梅
毒
性
と
唾
一
言

い
切
れ
な
い
が
、
こ
の
頃
は
も
う
梅
毒
性
の
も
の
が
多
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
特
に
永
禄
十
年
代
（
一
五
六
○
年
代
）
か
ら
ヨ
コ
ネ
の
記
載

が
増
え
、
永
禄
十
二
年
三
月
の
条
に
は
「
近
般
日
数
ノ
カ
サ
ハ
ャ
ル
、
然
ル
処
堺
津
二
唐
人
之
在
リ
、
秘
方
ノ
説
ト
テ
云
々
」
と
い
う
記
事
が

あ
る
。
こ
の
カ
サ
と
い
う
の
が
唐
瘡
と
同
じ
く
梅
毒
疹
で
あ
る
か
ど
う
か
問
題
だ
が
、
私
の
推
測
で
は
唐
瘡
と
い
う
の
は
第
二
期
の
早
期
の
全

身
性
の
尋
ハ
ラ
疹
の
こ
と
を
主
と
し
て
呼
び
、
そ
の
後
の
慢
性
的
発
疹
は
単
に
カ
サ
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

な
お
僧
侶
が
梅
毒
に
罹
る
こ
と
を
不
審
に
思
う
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
僧
侶
の
破
戒
は
公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
。
ま
た
梅
毒
は
必

ず
し
も
性
病
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
。
本
稿
の
主
題
で
あ
る
英
俊
は
永
禄
十
二
年
五
十
二
歳
の
時
に
初
め
て
梅
毒
の
第
一
期
症
状
を
記
録

し
、
七
十
九
歳
の
第
四
期
の
末
期
に
至
る
ま
で
様
々
な
症
状
を
自
ら
記
録
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
や
は
り
性
病
と
い
う
観
念
は
な
い
。
ま
た
、

こ
の
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
が
共
通
の
疾
患
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
た
だ
し
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
第
三
期
の
ゴ
ム
腫
あ

る
い
は
第
四
期
の
神
経
梅
毒
ま
で
も
結
毒
と
呼
ば
れ
、
下
宿
、
横
痙
、
唐
瘡
と
一
連
の
疾
患
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
一
部
の
医
師
で
は
な
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

を
試
み
た
の
で
あ
る
。

私
が
医
史
学
会
総
会
で
報
告
し
た
時
は
、
ヨ
コ
ネ
（
第
一
期
横
症
）
と
唐
瘡
（
第
二
期
発
疹
）
に
つ
い
て
触
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

ら
や
く

後
、
英
俊
の
病
跡
の
中
に
裸
役
（
第
一
期
下
宿
）
と
第
三
期
、
第
四
期
症
状
を
見
出
し
得
た
の
で
、
以
下
詳
細
に
記
述
し
検
討
を
加
え
る
。

（
九
）

る
に
至
っ
た
。
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「
永
禄
十
二
、
三
、
廿
一
今
日
ヨ
コ
ネ
心
ニ
テ
熱
気
指
ス
、
薬
呑
ミ
付
ク

同
、
五
、
十
三
ヨ
コ
ネ
所
ハ
レ
熱
気
指
ス
、
一
日
平
臥
セ
リ
」

梅
毒
性
の
横
疲
で
あ
れ
ば
硬
性
下
渚
が
そ
れ
に
先
行
し
て
い
る
筈
だ
が
、
そ
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
し
硬
性
下
宿
は
無
痛
性
な
の
で
気
が
つ

（
一
一
、
一
一
一
）

か
な
い
こ
と
も
多
い
と
言
わ
れ
る
。
硬
性
下
宿
は
通
常
自
然
治
癒
す
る
が
、
再
発
す
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
下
宿
と
横
疲
の
第
一
期

英
俊
は
歴
史
上
は
無
名
の
僧
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
経
歴
は
こ
の
日
記
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
略
を
述
べ
て
お
く
と
、
永
正

十
三
年
（
一
五
一
八
）
に
大
和
国
の
土
豪
の
十
市
城
主
の
家
臣
筋
の
家
に
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
一
歳
で
寺
に
入
っ
た
と
言
っ
て
い
る

が
、
十
七
歳
の
時
に
は
既
に
英
繁
と
い
う
師
に
つ
い
て
お
り
、
多
聞
院
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
二
十
二
歳
の
時
か
ら
多
聞
院
の
日
記
を

書
き
始
め
て
お
り
、
そ
の
後
院
主
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
七
十
九
歳
で
彼
の
日

記
は
途
絶
え
、
い
つ
死
亡
し
た
か
不
明
で
あ
る
。

英
俊
は
お
そ
ら
く
武
家
（
郷
土
と
言
う
べ
き
か
）
の
出
だ
っ
た
の
で
、
戦
国
の
政
治
情
勢
に
は
常
に
関
心
を
持
ち
、
見
聞
し
た
こ
と
を
逐
一

記
録
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の
日
本
歴
史
学
上
の
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
寺
院
経
営
の
一
助
に
も
す
る
為
、
薬
の
調
剤
を
か
な
り
行

な
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
や
身
近
な
人
の
病
気
や
治
療
薬
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
記
録
し
て
い
る
の
で
、
医
療
史
研
究
の
資
料
に
も
な
る
の

で
あ
る
。
仏
教
関
係
の
記
事
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

最
初
は
次
の
様
に
横
疲
の
記
載
か
あ
る
。

㈲
第
一
期
下
宿
、
横
疲
と
第
二
期
発
疹
永
禄
十
二
年
（
ヱ
ハ
六
九
）
五
十
二
歳
ｌ
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
○
）
五
十
三
歳

三
多
聞
院
英
俊
の
病
跡
の
検
討
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症
状
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
、
第
二
期
の
早
期
発
疹
あ
る
い
は
慢
性
期
発
疹
が
現
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、

く
、
永
禄
十
三
、
一
、
四
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

小
瘡
と
い
う
の
は
毛
嚢
炎
の
こ
と
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
丘
疹
状
の
慢
性
期
発
疹
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

、
、
、

そ
し
て
こ
の
年
に
次
の
様
に
裸
役
と
い
う
言
葉
が
出
て
来
る
。
原
文
に
は
ら
や
く
と
い
う
振
り
仮
名
は
つ
い
て
い
な
い
の
だ
が
、
私
は
そ
う

読
ん
で
こ
れ
を
硬
性
下
宿
の
こ
と
と
考
え
る
。

「
永
禄
十
三
、
四
、
十
五
風
気
裸
役
一
日
平
臥
ス

同
、
四
、
十
六
煩
同
前
、
以
テ
ノ
外
迷
惑
セ
リ
、
ス
ヰ
花
ノ
カ
ッ
ラ
葉
ク
キ
共
二
入
レ
テ
煎
物
ニ
テ
洗
ゥ
、
堯
忍
房
ノ
葉
ヲ
付
ク
、
少
シ
減

同
、
四
、
廿
裸
役
減
ナ
リ
、
祝
著
々
々
」

、
、
、

（
一
一
一
一
）

ら
や
く
と
は
耳
馴
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
江
戸
初
期
の
『
病
名
彙
解
』
の
下
宿
瘡
の
所
に
「
俗
二
云
フ
ラ
ャ
ク
ノ
事
也
」
と
書
い
て
あ
る
。
ま

（
一
四
）

た
安
土
桃
山
時
代
の
笑
話
を
集
め
た
『
醒
睡
笑
』
に
は
次
の
様
な
文
章
が
あ
る
。

ら
や
く

「
こ
れ
の
殿
の
羅
疫
を
わ
づ
ら
ひ
、
さ
ん
ざ
ん
な
る
を
裏
方
の
か
な
し
が
り
て
、
祈
祷
の
た
め
に
日
を
待
た
せ
給
ふ
ぞ
、
か
し
ら
を
落
い
て

つ
話
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

（
一
五
）
、
、
、
、

ら
や
く
は
ま
ら
疫
病
の
略
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
江
戸
後
期
の
『
本
朝
医
談
』
に
は
「
下
宿
ハ
ム
ヵ
シ
マ
ラ
疫
病
ト
イ
フ
」
と
書
か
れ
て

（
一
一
ハ
）
マ
ラ
ヤ
ク
ピ
ヨ
ウ

い
る
。
室
町
時
代
の
『
福
田
方
』
に
は
「
妬
精
瘡
ヲ
治
ス
ル
方
、
此
病
〈
男
子
ノ
陰
ノ
節
ノ
下
二
出
ヅ
」
と
い
う
文
が
あ
り
、
こ
れ
が
硬
性
下

、
、
、

清
か
軟
性
下
宿
か
す
な
わ
ち
梅
毒
性
か
否
か
が
問
題
に
な
る
が
、
土
肥
は
こ
れ
は
軟
性
下
宿
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ら
や
く
あ
る
い
は
ま

ナ
リ

は
、
に
が
に
が
し
や
」

、
、
永
禄
十
三
、
一
、
四
に
昨

こ
か
さ

「
小
瘡
煩
ウ
間
坊
ヘ
モ
出
ズ
」

こ
れ
は
か
し
ら
を
落
す
と
い
う
事
を
ペ
ー
ニ
〈
の
亀
頭
が
落
ち
る
事
に
か
け
て
笑
い
話
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
梅
毒
性
の
も
の
と
し
て
成
り
立

永
禄
十
二
年
中
に
は
発
疹
の
記
載
は
な
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も
ち
ろ
ん
。
コ
ム
腫
と
い
う
の
は
病
理
学
上
の
概
念
で
あ
る
か
ら
、
症
状
か
ら
そ
れ
を
間
接
的
に
推
定
す
る
わ
け
だ
が
、
次
の
様
に
鼻
骨
が
つ

ぶ
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
症
状
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

マ
マ

「
天
正
三
、
三
、
十
七
年
頭
ヨ
リ
鼻
ツ
ブ
レ
テ
香
ヲ
申
候
ニ
テ
食
味
悪
シ
キ
間
、
今
日
西
坊
二
方
ヲ
申
請
、
薬
合
セ
服
セ
リ

同
、
三
、
廿
八
食
味
宜
シ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
付
キ
、
薬
方
西
坊
来
タ
リ
合
セ
タ
リ
」

第
三
期
Ｑ
コ
ム
腫
が
鼻
骨
や
口
蓋
を
侵
す
率
は
非
常
に
高
か
っ
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
為
に
嗅
覚
が
失
わ
れ
、
ま
た
鼻
中
隔
も
壊
れ
て
鼻
が
つ

（
一
一
、
一
一
一
、
一
一
一
一
）

ぶ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
英
俊
は
こ
の
年
の
年
頭
に
鼻
が
つ
ぶ
れ
た
と
書
い
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
前
年
か
ら
ゴ
ム
踵
が
あ
っ
た

、
、
ま
ら
と
い
う
言
葉
は
隠
語
の
様
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
元
来
梵
語
で
あ
り
、
仏
教
と
共
に
わ
が
国
へ
入
っ
て
来
た
。
元
は
魔
物
と
い
う
意
味

（
一
八
）
（
一
九
）

で
あ
っ
た
が
陰
茎
の
事
に
転
じ
た
。
平
安
時
代
の
『
和
名
類
聚
抄
」
に
も
鎌
倉
時
代
の
『
頓
医
抄
」
に
も
出
て
来
る
言
葉
で
あ
る
。

さ
て
裸
役
の
説
明
が
長
く
な
っ
た
が
、
英
俊
が
こ
れ
の
治
療
の
為
に
使
っ
た
ス
ヰ
花
ノ
カ
ッ
ラ
と
い
う
の
は
今
い
う
ス
イ
カ
ッ
ラ
で
あ
り
、

（
二
○
）
（
二
一
）

漢
名
を
忍
冬
あ
る
い
は
金
銀
花
と
言
う
。
『
一
本
堂
薬
選
』
に
は
「
諸
ノ
腫
毒
徽
瘡
ヲ
療
シ
尿
道
ヲ
通
利
ス
ル
」
と
あ
る
。
ま
た
『
徽
瘡
約
言
』

に
も
見
え
て
い
る
が
、
現
在
も
情
熱
解
毒
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
最
初
「
風
気
裸
役
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
下
宿
と
共
に
微

か
ぜ
け

熱
で
も
あ
っ
て
風
気
の
様
な
感
じ
が
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
後
、
第
二
期
発
疹
の
症
状
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
た
記
載
は
な
い
が
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
四
日
に
「
近
日
目
煩
イ
散
を
ノ
式
ナ
リ
」

（
一
一
一
一
）

と
あ
る
の
は
見
逃
せ
な
い
。
何
故
な
ら
第
二
期
に
は
虹
彩
炎
が
高
率
に
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
眼
瞼
の
発
疹
も
多
い
と
言
わ
れ

る
が
、
こ
こ
の
記
載
は
発
疹
の
様
で
は
な
い
。
第
二
期
症
状
の
後
、
通
常
何
年
か
潜
伏
期
が
あ
っ
て
第
三
期
症
状
が
出
る
。

、
、
、

（
一
七
）
、
、
、
、
、
、

ら
疫
病
と
は
要
す
る
に
ペ
ニ
ス
の
病
気
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
疑
問
が
あ
る
流
布
本
『
大
同
類
聚
方
』
に
は
、
ま
ら
か
さ
や
糸
と

い
う
項
目
が
あ
る
。

○
第
三
期
ゞ
コ
ム
瞳
と
発
疹
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
五
十
七
歳
Ｉ
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
六
十
九
歳
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と
推
定
さ
れ
る
。

同
、
五
、
七
口
中
煩
針
沙
汰
ス
、
血
出
ヅ
、
少
シ
減
ゼ
リ

同
、
五
、
九
口
中
煩
今
二
験
ナ
シ
、
迷
惑
セ
リ
」

げ
ん験
は
減
と
同
じ
で
病
状
改
善
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

所
で
第
三
期
に
は
こ
の
他
様
々
の
梅
毒
疹
が
出
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
第
二
期
初
期
の
零
ハ
ラ
疹
の
様
な
形
は
取
ら
な
い
。
典
型
的
な
籍
ハ
ラ

疹
が
お
そ
ら
く
唐
瘡
と
呼
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
は
一
様
に
瘡
あ
る
い
は
小
瘡
と
呼
ば
れ
た
。
梅
毒
以
外
の
腫
物
や
発
疹
と
の
区
別

は
実
際
上
難
か
し
い
。
こ
の
時
期
の
英
俊
の
場
合
、
天
正
五
年
四
月
に
は
「
カ
サ
薬
調
合
セ
リ
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
天
正
八
年
八
月
に
は

（
一
一
一
一
）

「
首
一
一
カ
サ
出
来
ノ
間
ヒ
ル
カ
ヰ
（
蛭
飼
）
セ
リ
‐
｜
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
項
部
は
晩
発
性
の
梅
毒
疹
の
好
発
部
位
の
一
つ
な
の
で
、
梅
毒
疹

「
天
正
五
、
五
、
四
口
中
煩
散

同
、
五
、
五
煩
ウ
間
社
参
不
能

同
、
五
、
六
口
中
煩
平
臥
セ
リ

そ
し
て
こ
の
翌
々
年
に
は
次
の
様
に
口
中
の
煩
に
悩
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
針
治
療
を
し
て
出
血
し
た
と
書
い
て
い
る
の
で
、

の
如
き
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
お
そ
ら
く
第
三
期
症
状
と
し
て
の
、
コ
ム
腫
が
口
蓋
に
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

「
天
正
五
、
五
、
四
口
中
煩
散
々
平
臥
セ
リ

天
正
十
年
に
は
梅
毒
を
煩
っ
て
い
た
寺
男
の
助
二
郎
と
い
う
者
が
十
津
川
温
泉
へ
湯
治
に
行
っ
て
来
た
話
を
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。

「
天
正
十
、
八
、
廿
助
二
郎
ト
シ
川
ヨ
リ
帰
ル
ト
テ
来
ル
、
目
煩
虫
気
雑
熱
殊
二
唐
瘡
二
以
テ
ノ
外
妙
ナ
リ
ト
申
ス
、
愚
身
目
腰
以
テ
ノ
外

煩
ウ
ト
錐
モ
、
既
ニ
セ
旬
二
及
ビ
、
無
用
ノ
造
作
中
々
思
モ
寄
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
」

自
分
も
悪
い
所
が
沢
山
あ
る
が
忙
が
し
く
て
湯
治
に
も
行
け
な
い
と
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
天
正
十
三
年
に
は
次
に
引
用
す
る
様
に
目
の
煩
で
再
び
悩
み
、
灸
や
蛭
療
法
を
し
て
い
る
。
第
三
期
も
虹
彩
炎
脈
絡
膜
炎
等
が
多
く
、

は
実
際
上
難
か
し
い
。
こ
の
時
期
の
英
吟

「
首
一
一
カ
サ
出
来
ノ
間
ヒ
ル
カ
ヰ
（
蛭
揖

の
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

単
な
る
口
内
炎
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神
経
梅
毒
が
始
ま
る
時
期
で
あ
る
。

ヨ
ロ

「
天
正
十
四
、
七
、
一
社
参
、
炎
天
老
足
弱
々
ノ
間
之
ヲ
略
ス
」

私
は
こ
れ
を
運
動
失
調
症
の
始
ま
り
と
考
え
る
。
次
に
目
マ
イ
の
記
載
も
あ
る
。

「
天
正
十
四
、
八
、
六
聖
教
（
経
典
）
風
入
二
屋
へ
上
ル
ー
、
ハ
シ
リ
ニ
テ
俄
二
目
マ
イ
臥
シ
、
ノ
リ
モ
ノ
ニ
テ
帰
し
リ
」

こ
の
頃
か
ら
し
き
り
に
行
歩
難
治
と
か
老
足
難
治
と
か
書
い
て
い
る
が
、
英
俊
は
こ
れ
を
自
分
で
も
必
ず
し
も
老
齢
の
為
だ
け
と
は
思
え
な

い
と
い
う
こ
と
を
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。
な
お
、
社
参
と
は
興
福
寺
の
隣
に
あ
る
春
日
大
社
に
参
詣
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
一
一
一
一
）

ま
た
下
眼
瞼
に
は
ゴ
ム
腫
も
で
き
や
す
い
と
言
わ
れ
る
。

「
天
正
十
三
、
六
、
四
目
煩
二
付
、
三
里
昨
日
百
、
今
日
六
十
仕
ル

同
、
六
、
五
三
里
百
仕
ル
、
梅
軒
内
薬
給
ウ
、
少
シ
験
ナ
リ

同
、
六
、
八
談
議
一
一
金
勝
院
来
ル
、
目
煩
故
ナ
リ
、
又
薬
五
包
給
ウ

同
、
六
、
十
一
目
煩
二
蛭
カ
ヰ
然
ル
ベ
キ
由
梅
軒
モ
各
同
心
ノ
間
、
十
疋
・
ハ
カ
リ
カ
ウ
処
莫
太
吉
シ

同
、
七
、
一
竹
軒
呼
ン
デ
目
煩
見
セ
ル
、
殊
ナ
ル
儀
ナ
シ
云
々
、
薬
一
ツ
ッ
ミ
置
カ
ル

同
、
七
、
二
目
煩
薬
代
五
斗
有
梅
へ
造
セ
リ

同
、
七
、
六
目
ク
ス
シ
竹
軒
へ
麺
十
把
持
チ
礼
二
遣
ワ
ス
」

有
梅
軒
と
い
う
の
は
近
く
に
住
む
開
業
医
で
あ
り
、
こ
れ
に
薬
代
と
し
て
米
を
五
斗
払
っ
て
い
る
。
ま
た
目
ク
ス
シ
と
言
っ
て
目
医
者
も
い

た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
が
、
こ
れ
に
は
礼
と
し
て
麺
を
送
っ
て
い
る
。

天
正
十
四
年
に
な
る
と
次
の
様
な
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
。
第
一
期
の
症
状
が
あ
っ
て
か
ら
十
七
年
経
っ
て
い
る
の
で
、
大
体
第
四
期
の

白
第
四
期
脊
髄
癖
に
よ
る
失
調
症
状
出
現
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
六
十
九
歳
ｌ
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
十
二
歳
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「
天
正
十
四
、
八
、
廿
一
行
歩
難
治
ノ
間
社
参
不
能

同
、
九
、
十
一
老
足
難
治
ノ
間
社
参
セ
ズ

同
、
九
、
廿
四
社
参
セ
リ
、
市
ノ
祐
祖
二
逢
ウ
、
満
七
十
ニ
ナ
ル
、
一
段
起
居
軽
利
、
先
月
長
谷
寺
ヘ
モ
歩
行
ニ
テ
参
詣
、
諸
根
強
力
ナ
リ

そ
も
そ
も

ト
、
愚
身
ヨ
リ
ー
歳
上
ナ
リ
、
抑
身
ハ
ョ
ロ
ョ
ロ
式
ナ
リ
、
雲
泥
ノ
相
違
を
冬
端
ナ
キ
者
ナ
リ
」

ヨ
ロ
ョ
ロ
式
と
は
い
か
に
も
脊
髄
失
調
性
の
歩
行
を
表
現
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
の
頃
も
瘡
に
は
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
瘡
の
名
薬
の
処
方
を
聞
い
た
も
の
を
次
の
様
に
日
記
に
書
き
と
め
て
い
る
。

「
天
正
十
四
、
十
、
十
二
瘡
ノ
付
ヶ
薬
、
眉
間
寺
ノ
相
伝
、
万
ノ
カ
サ
ニ
上
々
至
妙
た
く
雷
丸
一
両
、
ユ
ワ
ウ
、
タ
ウ
サ
、
ワ
ウ
ヘ
キ
、

ハ
ラ
ャ
、
各
二
分
ノ
粉
ニ
シ
テ
ァ
ブ
ラ
ワ
タ
ニ
テ
付
ク
最
上
々
を
」

ま
た
こ
の
翌
年
に
は
自
分
の
体
を
省
み
て
疾
患
が
充
満
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
既
に
こ
の
時
梅
毒
の
第
四
期
に
ま
で
な
っ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
彼
の
認
識
は
ま
こ
と
に
正
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
天
正
十
五
、
六
、
廿
九
年
齢
既
一
一
七
十
、
古
来
希
ナ
リ
、
一
身
二
疾
患
充
満
、
眼
煩
不
断
薬
ヲ
用
イ
、
耳
既
一
一
間
コ
エ
ズ
、
鼻
〈
数
年
沈

香
ジ
ャ
香
モ
忍
辱
モ
イ
ラ
ズ
、
歯
〈
十
年
余
り
先
ヨ
リ
悉
ク
落
チ
、
舌
〈
味
無
キ
如
シ
、
身
根
〈
腰
痛
行
歩
叶
ワ
ズ
、
意
根
〈
愚
昧
限
り
無

シ
、
ヨ
ク
ョ
ク
思
エ
バ
六
根
悉
ク
滅
亡
、
露
命
今
明
二
消
エ
ル
ヲ
待
ツ
バ
カ
リ
ナ
リ
」

彼
は
こ
う
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
五
根
の
知
覚
は
侵
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
第
六
根
の
意
根
は
愚
昧
で
は
な
く
、
知
的
能
力
は
ま
だ
あ
ま

同
、
六
、
苦
七
又
灸
治
同
上
沙
汰
ス

同
、
十
、
四
小
瘡
煩
一
一
付
キ
、
三
里
上
下
二
百
ヅ
ッ
沙
汰
ス

り
侵
さ
れ
て
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
翌
年
に
も
次
の
様
に
目
煩
や
瘡
に
対
す
る
灸
治
の
記
載
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

「
天
正
十
六
、
六
、
廿
六
目
煩
カ
サ
カ
ュ
キ
間
灸
治
セ
リ
、
カ
ウ
カ
ウ
百
ヅ
ッ
、
三
里
五
十
ヅ
ッ
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第
四
期
の
神
経
梅
毒
は
脳
と
脊
髄
の
実
質
が
侵
さ
れ
、
こ
の
期
の
脳
梅
毒
は
進
行
性
麻
痒
あ
る
い
は
麻
痒
性
痴
呆
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
英

俊
の
場
合
は
麻
痒
症
状
や
痴
呆
症
状
は
少
な
く
と
も
日
記
か
ら
は
読
承
取
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
次
精
神
機
能
を
知
情
意
に
分
け
る
と
す
れ

ば
、
英
俊
に
情
の
面
の
障
害
す
な
わ
ち
抑
診
症
状
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
漸
く
現
わ
れ
て
来
た
。

彼
は
天
正
十
七
年
五
月
か
ら
横
痩
の
再
発
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
目
眩
や
食
思
不
振
も
頑
固
で
、
同
年
八
月
に
は
断
食
し
て
自
殺
を
企
図
し
た

が
死
に
切
れ
な
か
っ
た
。
客
観
的
に
見
れ
ば
自
殺
す
る
程
の
状
態
と
も
思
え
ず
、
脳
梅
毒
特
有
の
抑
鯵
症
状
が
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
経
過
は
日
記
に
棲
々
と
非
常
に
長
く
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
要
点
を
左
に
摘
録
す
る
。

「
天
正
十
七
、
五
、
四
ヨ
コ
ネ
心
ノ
間
出
ズ

同
、
五
、
六
ヨ
コ
ネ
煩
ウ
間
論
ヘ
モ
出
ズ
、
平
臥
セ
リ

同
、
五
、
九
ヨ
コ
ネ
’
一
灸
治
十
一
火
セ
リ
、
又
二
度
二
蛭
十
一
疋
喰
ワ
ス

同
、
五
、
十
四
ヨ
コ
ネ
散
点
ノ
間
、
出
仕
ノ
後
ヤ
ガ
テ
カ
ガ
ミ
テ
帰
し
リ

同
、
五
、
廿
六
ヒ
ル
カ
ヰ
（
蛭
飼
）
沙
汰
ス
、
山
帰
来
服
ス
、
少
シ
験
ノ
由
」

（
一
一
一
）

横
痘
は
通
常
第
一
期
症
状
な
の
だ
が
、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ス
ト
に
よ
れ
ば
「
硬
結
性
便
毒
（
横
痙
）
〈
屡
々
、
数
月
、
数
年
二
亘
リ
往
々
終
生
残

留
シ
、
数
回
腫
脹
ノ
増
劇
ヲ
来
ス
事
稀
ナ
ラ
ズ
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
服
用
し
て
い
る
山
帰
来
は
土
伏
苓
と
も
言
わ
れ
、
瘡
毒
の

（
二
○
）

薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
一
本
堂
薬
選
』
に
は
「
土
伏
苓
〈
徽
瘡
家
一
切
必
用
ノ
要
薬
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
堺
あ
た
り
を
通

し
て
輸
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
、
十
、
廿
六
小
瘡
煩
ウ
間
、
又
三
里
上
下
百
ヅ
ッ
沙
汰
ス
」

「
天
正
十
七
、
六
、
六
養
性
薬
久
シ
ク
服
サ
ザ
ル
故
力
近
日
不
食

四
第
四
期
脳
梅
毒
に
よ
る
抑
鯵
症
状
出
現
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
十
二
歳
ｌ
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
七
十
七
歳
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同
六
、
七
開
心
丸
調
合
セ
リ
、
二
百
廿
文
ノ
入
目
ナ
リ

同
七
、
一
煩
一
段
験
ナ
リ
、
ヨ
ノ
ッ
ネ
カ
ュ
ク
踵
モ
和
ギ
テ
ヘ
ル

同
七
、
十
二
ヨ
コ
ネ
ハ
ョ
シ
、
目
舞
不
食
、
沈
思
を
々
」

自
分
で
治
療
し
て
横
症
は
良
く
な
っ
た
が
、
目
眩
と
食
思
不
振
が
治
ら
な
い
の
で
懇
意
な
中
治
法
眼
と
い
う
医
師
に
診
察
を
依
頼
し
た
。

「
天
正
十
七
、
七
、
十
九
愚
身
煩
如
何
ニ
モ
不
食
目
舞
心
ノ
間
、
法
眼
二
申
シ
入
し
、
薬
給
ゥ

同
、
七
、
十
九
早
旦
法
眼
御
見
廻
ナ
リ
、
脈
〈
少
シ
吉
云
を

同
、
七
、
廿
九
煩
験
ナ
シ
、
薬
モ
ー
円
効
カ
ズ
、
日
ヲ
追
テ
不
食
、
熱
気
全
ク
引
カ
ザ
ル
ノ
間
、
法
眼
出
デ
ラ
ル
｝
一
ツ
キ
談
合
ノ
処
、
兎
角

分
別
｝
一
及
バ
ザ
ル
ノ
間
、
余
人
ニ
モ
相
談
然
ル
。
ヘ
キ
由
、
既
二
相
捨
テ
ラ
ル
ル
間
」

と
い
う
わ
け
で
医
者
に
も
見
離
さ
れ
た
と
思
い
、

ヒ
シ
ニ

「
十
日
旱
死
然
ル
ベ
シ
ト
フ
ッ
ト
思
イ
切
し
り
、
滅
後
ノ
様
悉
ク
申
シ
置
ク
」

と
十
日
間
断
食
し
て
死
ぬ
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
医
師
は
も
ち
ろ
ん
ま
だ
治
療
を
尽
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
そ
れ
は
然
る
べ
き
で
は
な
い

と
諫
め
た
。
し
か
し
、
英
俊
は
思
い
立
っ
た
こ
と
だ
か
ら
と
、
十
日
断
食
の
予
定
を
七
日
に
減
ら
し
、
そ
の
間
に
死
ね
ば
よ
し
、
死
な
な
か
っ

た
ら
ま
た
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
臨
終
の
用
意
に
入
っ
た
。
ど
う
も
本
気
で
死
ぬ
気
で
は
な
か
っ
た
様
だ
が
、
七
日
の
断
食
で
死
ぬ

筈
も
な
く
、
八
日
目
に
は
ま
た
法
眼
が
来
て
脈
を
取
り
、
薬
を
服
み
食
事
も
し
た
。

そ
の
後
い
く
ら
か
元
気
に
な
っ
た
様
で
、
中
治
法
眼
は
こ
の
英
俊
と
も
う
一
人
金
勝
院
と
い
う
僧
の
治
療
を
し
た
こ
と
を
興
福
寺
か
ら
称
美

さ
れ
て
法
印
に
昇
進
し
、
こ
の
後
北
庵
法
印
と
名
を
改
め
た
。
き
わ
ず
ら
い
．

し
か
し
英
俊
の
体
の
不
調
は
続
き
、
目
眩
と
か
不
食
、
気
煩
、
腰
痛
等
の
症
状
が
あ
っ
て
、
北
庵
法
印
や
他
の
医
者
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
七
生
丸
、
香
嘉
散
、
開
心
丸
、
独
活
寄
生
湯
、
益
気
湯
、
活
血
湯
等
を
あ
れ
こ
れ
と
服
用
し
て
い
る
。
彼
の
頑
固
な
食
思
不
振
は
抑
鯵
症

状
だ
け
で
は
割
り
切
れ
ず
、
肝
臓
等
消
化
器
の
ゴ
ム
踵
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
。
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再
び
絶
食
死
し
よ
う
と
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
時
は
前
回
と
異
な
り
本
当
に
死
ぬ
程
の
苦
痛
だ
っ
た
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
何
と
か
乗

り
越
え
、
北
庵
法
印
か
ら
妙
薬
を
も
ら
っ
た
り
、
針
灸
療
法
を
し
た
り
し
て
漸
く

「
七
月
ノ
初
ヨ
リ
筋
ノ
光
一
円
平
癒
セ
リ
」

し
か
し
も
ち
ろ
ん
痛
桑
は
残
っ
て
い
る
の
で
、
北
庵
法
印
は
他
の
医
師
と
相
談
し
て
益
損
湯
等
を
処
方
し
た
り
、
あ
る
い
は
針
治
療
を
続
け

た
り
し
て
、
八
月
の
末
に
は
何
と
か
助
け
ら
れ
て
起
床
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
経
過
を
読
め
ば
こ
れ
が
脊
髄
密
の
電
撃
痛
ら
し
い
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
惣
ノ
身
筋
光
ル
様
二
寸
時
モ
止
マ
ズ
ヒ

ラ
メ
キ
テ
苦
痛
堪
エ
難
シ
」
と
は
、
こ
れ
以
上
の
表
現
は
な
い
様
に
す
ら
思
え
る
。
脊
椎
圧
迫
骨
折
や
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
で
は
こ
れ
程
の
痛
承

が
こ
れ
程
長
く
続
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
置
胃
冒
昌
品
團
冒
ま
た
は
厨
胃
昌
侭
冨
冒
に
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
。
通
常
は

（
一
一
）

下
肢
に
放
散
す
る
が
、
顕
著
な
場
合
は
躯
幹
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
る
。

翌
年
の
文
禄
五
年
の
三
月
に
も
「
近
日
以
テ
ノ
外
再
発
、
北
法
印
来
リ
、
脈
取
ル
処
殊
ナ
ル
儀
ナ
シ
云
々
、
薬
三
包
給
ウ
」
な
ど
と
あ
り
、

薬
物
治
療
や
針
治
療
を
し
て
い
る
。

ヒ
シ
二

カ
千
死
仕
ル
ベ
シ
ト
覚
悟
セ
リ
」

文
禄
四
年
の
四
月
十
七
日
か
ら
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
様
な
激
痛
が
出
現
し
、
八
月
末
ま
で
日
記
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
症
状
が
大
体
お
さ

ま
っ
た
後
で
そ
の
経
過
を
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。

「
文
禄
四
年
四
月
十
七
日
ヨ
リ
俄
二
腰
煩
全
食
足
コ
シ
立
タ
ズ
、
八
月
末
マ
デ
旦
夕
常
住
平
臥
セ
リ
、
食
〈
少
ヅ
ッ
ク
、
メ
テ
食
タ
リ
、
大
小

（
便
）
勿
論
丸
ニ
テ
取
し
り
、
惣
ノ
身
筋
光
ル
様
一
一
寸
時
モ
止
マ
ズ
ヒ
ラ
メ
キ
テ
、
苦
痛
堪
エ
難
ク
、
高
声
一
一
ワ
メ
キ
タ
リ
、
北
法
印
ヨ
リ
種

盈
薬
給
ゥ
ト
錐
モ
全
二
効
カ
ズ
、
之
二
依
テ
敷
行
モ
日
記
モ
筆
取
ル
事
モ
叶
ワ
ズ
、
六
月
土
用
ヨ
リ
必
死
ト
覚
悟
セ
リ
、
余
二
術
無
キ
間
、
無

⑤
第
四
期
脊
髄
癖
に
よ
る
電
撃
痛
の
出
現
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
十
八
歳
Ｉ
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
七
十
九
歳
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『
多
聞
院
日
記
』
で
は
有
名
人
の
症
例
と
し
て
は
豊
臣
秀
吉
の
弟
の
秀
長
が
あ
る
。
秀
長
は
大
和
、
和
泉
、
紀
伊
を
支
配
す
る
為
に
大
和
郡

山
に
い
た
の
で
、
奈
良
の
英
俊
の
所
に
は
情
報
が
入
り
や
す
か
っ
た
。
英
俊
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
秀
長
は
天
正
十
五
年
に
横
痩
が
悪
化
し
た

為
、
乗
り
掛
け
と
い
う
も
の
に
乗
っ
て
京
都
の
医
者
の
許
へ
治
療
に
行
っ
た
が
、
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
有
馬
温
泉
へ
湯
治
に

行
っ
た
り
し
た
が
や
は
り
良
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
悪
瘡
で
人
に
会
え
な
い
と
か
、
も
う
死
ん
だ
と
か
の
噂
が
流
れ
た
が
、
本
当
に
死

ん
だ
の
は
天
正
十
九
年
一
月
で
あ
る
。
梅
毒
で
悪
い
経
過
を
取
っ
た
と
い
う
こ
と
が
充
分
考
え
ら
れ
る
。

が
、
そ
れ
も
三
年
間
の
経
過
し
か
、

つ
ぶ
れ
た
話
な
ど
を
書
い
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
聞
院
英
俊
が
梅
毒
の
第
一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
を
経
過
し
た
こ
と
が
相
当
の
確
実
性
を
以
て
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
の
様
な
梅
毒
史
の
初
期
の
症
例
で
こ
れ
程
長
期
の
経
過
が
わ
か
る
者
は
お
そ
ら
く
世
界
で
も
稀
で
あ
ろ
う
。
古
今
東
西
の

（
九
）

文
献
を
渉
猟
し
た
土
肥
の
『
世
界
徽
毒
史
』
で
も
こ
の
様
な
例
は
紹
介
し
て
い
な
い
。

土
肥
は
安
土
桃
山
時
代
の
症
例
と
し
て
、
曲
直
瀬
道
三
の
『
師
弟
問
答
』
か
ら
比
較
的
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
一
例
を
引
用
し
て
い
る

が
、
そ
れ
も
三
年
間
の
経
過
し
か
わ
か
っ
て
い
な
い
。
土
肥
は
ま
た
有
名
人
の
梅
毒
の
症
例
と
し
て
徳
川
家
康
の
息
子
の
秀
康
を
あ
げ
、
鼻
が

英
俊
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
『
多
聞
院
日
記
』
は
こ
の
文
禄
五
年
で
終
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
日
記
を
続
け
ら
れ
な
い
様
な
健
康
状
態
に
な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
文
禄
五
年
の
日
記
の
後
に
、
英
俊
が
自
分
の
少
年
時
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
の
思
い
出
を
ま
と
め
た
記
録
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
最
後
が
近
い
こ
と
を
予
期
し
て
英
俊
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
他
の
筆
者
に
よ
っ
て
日
記
は
少
し
書
き

ひ
し
に

継
が
れ
て
い
る
が
、
英
俊
の
転
帰
に
つ
い
て
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
三
度
目
の
干
死
を
試
拳
て
大
往
生
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
結
ぴ
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安
土
桃
山
時
代
の
頃
は
梅
毒
に
対
し
て
性
行
為
感
染
症
と
い
う
観
念
が
薄
か
っ
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
『
多
聞
院
日
記
』
に
記
載
さ
れ

て
い
る
あ
る
僧
は
、
自
分
は
青
ソ
（
麻
）
葉
を
食
べ
た
後
で
唐
瘡
が
出
た
の
で
、
あ
れ
が
原
因
だ
ろ
う
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
来
日
し

（
一
一
三
一
）

た
宣
教
師
の
フ
ロ
イ
ス
は
『
日
欧
文
化
比
較
』
の
中
で
、
「
我
々
は
横
痘
に
か
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を
常
に
不
潔
な
こ
と
破
廉
恥
な
こ
と
と
思
う

が
、
日
本
人
は
男
女
共
に
そ
れ
を
普
通
の
こ
と
と
し
て
少
し
も
恥
じ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
十
六
世
紀
初
め
の
梅

（
九
）

毒
流
行
の
初
期
に
は
性
病
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

安
土
桃
山
時
代
の
日
本
で
は
梅
毒
は
ま
だ
珍
し
い
病
気
位
に
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
れ
ば
や
は
り
不
潔
な
も
の

と
見
な
さ
れ
た
。
し
か
し
必
ず
し
も
性
行
為
だ
け
が
原
因
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
大
体
に
お
い
て
湿
毒
が
原
因
と
い
う
病
理
観
が
一
般

、
、

、
、

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
江
戸
時
代
に
は
梅
毒
は
俗
に
か
さ
と
も
し
っ
と
も
呼
ば
れ
た
。
徽
瘡
と
い
う
の
も
湿
気
と
関
連
し
た
名
称
で
あ
り
、
徽
毒

（
二
四
）

と
い
う
名
称
は
江
戸
中
期
以
後
に
現
わ
れ
た
。
梅
毒
と
い
う
字
は
感
心
し
な
い
と
富
士
川
は
述
べ
て
い
る
。

最
後
に
多
聞
院
英
俊
の
名
誉
の
為
に
再
度
述
べ
て
お
き
た
い
。
英
俊
は
常
に
自
ら
省
み
て
真
の
発
心
修
行
を
し
な
い
こ
と
に
術
槐
の
念
を
抱

く
真
面
目
な
僧
で
あ
っ
た
。
彼
は
二
十
二
歳
か
ら
七
十
九
歳
ま
で
の
足
か
け
五
十
八
年
間
、
克
明
に
日
記
を
書
き
、
そ
の
後
半
の
二
十
八
年
間

は
梅
毒
に
蝕
ま
れ
た
が
、
最
後
ま
で
知
的
好
奇
心
は
衰
え
ず
、
自
己
の
症
状
も
客
観
視
し
て
日
記
を
書
き
続
け
、
後
世
に
大
き
な
資
料
を
残
し

た
。
疾
患
に
対
し
て
種
々
の
治
療
を
自
ら
行
な
っ
た
こ
と
は
従
来
述
べ
た
通
り
だ
が
、
彼
は
ま
た
病
魔
に
負
け
な
い
記
録
魔
で
あ
っ
た
。
本
論

、
文
を
彼
の
霊
魂
の
鎮
魂
の
為
に
捧
げ
た
い
と
思
う
。

文
献

（
一
）
辻
善
之
助
編
『
多
聞
院
日
記
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
二
年

（
二
）
永
島
福
太
部
『
奈
良
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
八
年

三
）
中
村
昭
ヨ
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
伝
染
病
の
検
討
」
第
八
十
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
昭
和
五
十
九
年

（
圀
同
ヨ
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
皮
層
疾
患
・
化
膿
性
疾
患
の
検
討
」
第
八
十
六
回
同
総
会
、
昭
和
六
十
年
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（
ご
同
弓
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
風
病
の
検
討
」
第
八
十
七
回
同
総
会
、
昭
和
六
十
一
年

（
一
〈
）
同
ヨ
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
消
化
器
疾
患
の
検
討
」
第
八
十
八
回
同
総
会
、
昭
和
六
十
二
年

（
ｓ
同
「
『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
精
神
神
経
疾
患
の
追
加
」
（
誌
上
）
第
八
十
八
回
同
総
会
、
昭
和
六
十
二
年

（
Ｏ
富
士
川
瀞
『
日
本
医
学
史
』
明
治
三
十
七
年
、
形
成
社
、
（
復
刻
）
昭
和
四
十
九
年

兎
）
土
肥
慶
蔵
『
世
界
徽
毒
史
』
大
正
十
年
、
形
成
社
、
（
復
刻
）
昭
和
四
十
八
年

（
一
ｓ
幸
田
成
友
『
日
欧
通
交
史
』
岩
波
書
店
、
昭
和
十
七
年

（
二
）
同
国
普
画
忌
品
》
等
嘗
冒
《
県
・
静
罵
誤
号
。
具
具
冒
＆
冒
昌
》
届
昏
ａ
・
》
乏
駒
．
普
匡
且
の
扇
〉
ら
ご

（
三
）
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ス
ト
（
国
。
喜
○
扇
〔
）
著
、
広
瀬
桂
次
郎
訳
『
愛
氏
内
科
全
書
』
朝
香
屋
書
店
、
明
治
三
十
年

（
三
）
蘆
川
桂
洲
『
病
名
彙
解
』
貞
享
三
年

（
西
）
安
楽
庵
策
伝
『
醒
睡
笑
』
寛
永
五
年
、
岩
波
文
庫
、
昭
和
六
十
一
年

（
一
二
奈
須
恒
徳
『
本
朝
医
談
』
文
政
五
年
、
杏
林
叢
書
、
上
、
思
文
閣
、
昭
和
四
十
六
年

（
実
）
有
隣
『
福
田
方
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
十
一
年

（
一
七
）
槇
佐
知
子
『
繕
癖
大
同
類
聚
方
」
平
凡
社
、
昭
和
六
十
年

私
は
現
存
の
『
大
同
類
聚
方
』
は
土
肥
と
同
様
に
江
戸
初
期
十
七
世
紀
頃
の
作
と
考
え
た
い
。

（
一
○
源
順
『
和
名
類
聚
抄
」
元
和
三
年

（
元
）
梶
原
性
全
『
頓
医
抄
』
正
安
四
年
、
科
学
書
院
、
昭
和
六
十
一
年

（
一
己
）
香
川
修
徳
『
一
本
堂
薬
選
』
享
保
十
四
年

（
三
）
和
気
惟
享
『
徽
瘡
約
言
』
享
和
二
年

（
二
）
樋
口
謙
太
部
『
新
皮
層
科
学
』
南
山
堂
、
昭
和
五
十
三
年

（
三
）
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
『
日
欧
文
化
比
較
』
大
航
海
時
代
叢
書
Ⅲ
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
年

（
一
ご
富
士
川
勝
『
医
史
叢
談
』
書
物
展
望
社
、
昭
和
十
七
年

〈
神
奈
川
県
総
跨
卿
小
走
剖
吟
詞
し
雪
杢
雫
罹
馳
）
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APathographyofTamon-inEishun

-ACaseofSyphilisinthel6thCenturyJapan

byAkiraNAKAMURA

ThemajorityofthechronicleofTamon-inwasWrittenbyabuddhistnamdEishun.Hewrote

dailyabouttheaffairsofbuddhisttemples,politics,economyandcontemporaryepidemics_Besides
theschedescribedhisownailmentsandtreatments.Theauthordiscoveredsyphiliticsymptomsamong
Eishun'sdescriptions,includingprimarystagetolateneurosyphilis,lasting27years.
AtfirstEishundescribedhischancresandinguinallymphnodeenlargement(primarystagc).The-
reafier,hewroteofsmallskinrashesandoculartrouble(secondarystage)duringhis52ndand53rd
years･-

Attheageof58>Eishunwroteabouthisnasalcollapse,whichisthoughttobeduetogummatous
lesions(tertiarystage).

At69yearsold,signsoflateneurosyphilisappeared.Forexample,fi､omthisyearhefi､equently
wroteabouthisataxicgait(probablytabesdorsalis).Andat78yearsold,hesuddenlybeganto
suffbrfiFomviolentlightningpain(tabeticpain)overaperiodofabout3months.
Hischronicleendedthenextyear,buttheyearofhisdeathisnotknown.

（
、
の
）


